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 建築 工事 は一 品 受注 生 産で あり 、 現場 毎 に状 況が 異 なって いる ため 、 それに 合

わせた 工事 の検 討 を独自 にし なけ れ ばなら ない 。 建 築 工事に おけ る 作 業 方法の 改

善を行 う際 には 、 設計図 書に 規定 さ れてい る 建 築物 を いかに 与え られ た 状況か ら

要求さ れる 機能 を 満足さ せる ため に 、優先 され る べ き 工事の 選定 とそ の 工事の 分

析が必 要で ある 。 このた めに は、 ま ず、 全 体工 事の 内 、改善 対象 とな る 工事の 選

定と、 選定 され た 工事に 対し て作 業 をいか に効 率的 な 手順 や 方法 で作 業 プロセ ス

の作成 方法 が必 要 である 。  

従来の 改善 対象 選 定 手法 にお いて は 、選定 基準 がコ ス トの縮 減と いう 一 つの側

面から の改 善対 象 選定が 主流 であ る ため、 コス トを 下 げて価 値を 向上 さ せる検 討

が多く なっ てい る 。また 、作 業計 画 に関し ては 、既 往 の手法 とし て、 バ ーチャ ー

ト手法 、ネッ トワ ー ク手法 、施工 プロ セ スチャ ート 手法、タ クト手 法等 があ る が、

工事の 分析 のた め の作業 プロ セス と して、 作業 に対 す る「行 為」 と現 場 の空間 、

部位、 部材 、機 材 等の「 状態 」と し て、作 業の 進捗 状 況と 作 業の 手順 関 係を明 確

にする 作業 プロ セ スの 作 成に する 研 究はい まだ に確 立 されて いな い 。  

そこで 本研 究は 、 改善効 果 (改 善余 地 の所に 対し て検 討 により 価値 向上 の 度合 )

が高い 工事 対象 を 選定す る手 法を 提 案し、 限ら れた 時 間内に 多く の側 面 からの 改

善対象 選定 によ り 、工事 の 価 値向 上 を図る 。 た だし 、 改善対 象選 定は 、 様々な 要

求を達 する ため に 行うが 、 本 研究 で はその 内、 作業 を 中心と して 展開 す ること と

した。 そし て、 作 業に対 する 「行 為 」の分 類お よび そ の方法 を体 系化 し 、作業 プ

ロセス の作 成を 基 盤とし 、作業 状況 を 表現す る「状 態」と いう概 念を 取り 入 れ「行

為」と の連 鎖関 係 を示し 、さ らに 作 業の順 序関 係を 明 確にす る。 なお 、 これら を

基に「 状態 」と 「 行為」 を用 いた 効 率的な 作業 プロ セ スの 作 成方 法を 示 し、建 築

工事に おけ る作 業 の改善 を 目 的と し た。  

 

 研究 項目 を以 下 に示す 。  

１ .工事 の検 討を 行 うため に 、 全体 工 事の内 、優 先 さ れ る工事 の選 定の た めの 、

改善対 象選 定手 法 の開発  

２ .工事 の分 析を 行 うため 、作業 に対 す る行為 の分 類と そ の 方法 を体 系化 し 、作

業に対 する 行為 の 連鎖方 法 の 開発  

３ .作業 の順 序関 係 を「 状態 」と「行 為 」と して 表現 し 、作 業の並 行化・協調 化

の検討 より 、作 業 の順序 関係 の最 適 化する 作業 プロ セ ス の作 成方 法の 開 発  

 

本論文 は５ 章よ り 構成さ れて いる 。  

 第１ 章で は、 序 論とし て、 本論 文 の 研究 の背 景、 目 的 、方 法な どの 研 究全体 に

関する 概要 およ び 関連既 往研 究に つ いて述 べた 。  

 

第２章 では 、建 築 工事に おけ る 改 善 対象の 分析 とし て 、建築 工事 を構 成 してい
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る各工 事に 対し て 工事毎 の 主 要な 役 割を把 握す るた め に機能 定義 の表 現 方法を 示

した。 すべ ての 工 事に対 して 機能 定 義を行 うの は非 効 率であ るた め、 工 事の工 事

費内訳 書に 基づ い て全体 の工 事費 の 内、工 事費 の割 合 の大き い順 に工 事 を抽出 す

ること とし た。 な お、改 善対 象選 定 のため の評 価項 目 を設け る必 要が あ り、 本 研

究では 、施 工段 階 での 改 善対 象工 事 の選定 の評 価項 目 として 有効 な項 目 を得る た

め、ア ンケ ート 調 査を行 う こ とと し た。し かし 、評 価 項目の 数が 多く 得 られた 場

合は、 評価 項目 に 対する 評価 点が 類 似する 問 題 が生 じ ること があ る と 示 し、評 価

を行う ため に設 け た評価 項目 の数 が 多く 、評 価項 目間 の 相関関 係が 高 く な るため 、

主成分 分析 を用 い て評価 を行 うこ と とした 。  

また 、主 成分 分析 を 用いた 改善 対象 手 法 の有 効性 を示 す ために 、既往 の VE 対象

選定手 法と 比較 を 行った 。な お、 評 価の結 果に 関し て 総合得 点の 評価 と 主成分 得

点によ る評 価を 比 較し 、 その 特徴 を 示した 。さ らに 、 主成分 得点 によ る 分析方 法

を成分 1 つ で改 善 対象を 選定 する 場 合の分 析 1 とし 、 成分 2 つで 改善 対 象を選 定

する場 合の 分析 2 とし、 成分 3 つ で 改善対 象を 選定 す る場合 の分 析 3 と して本 手

法の改 善対 象選 定 基準を 示し た。 即 ち、本 手法 は、 主 成分分 析を 用い て 分析方 法

毎に改 善対 象を 選 定する こと によ っ て、多く の側 面 か ら の VE 対象の 選定 が できる

手法と して 提案 し た 。  

次に、 建築 技術 者 20 名にア ンケ ート 調 査 (アン ケー ト対 象 者に工 事 改 善に 必 要

とされ る評 価項 目 を記述 式で 調査 )を 行い、 10 個 の評 価 項目を 得た 。そ し て、 韓

国の釜 山に ある 小 規模工 事の 事例 に おいて 本手 法を 用 いて、 工事 の最 適 性、材 料

の適切 性、 作業 の 適切性 面か ら 改 善 対象工 事を 選定 し た。  

7 つ (工事の 最適 性 面で選 定す る場 合 、材料 の適 切性 面 で選定 する 場合 、作業の

適切性 面で 選定 す る場合 、工 事の 最 適性と 材料 の適 切 性面で 選定 する 場 合、材 料

の適切 性と 作業 の 適切性 面で 選定 す る場合 、工 事の 最 適性と 作業 の適 切 性面で 選

定する 場合 、工 事 の最適 性と 材料 の 適切性 と作 業の 適 切性の すべ ての 面 から選 定

する場 合 )の 多く の 側面 か ら VE 対象 選 定を行 った 結果 と 実際の 工事 にお い て検討

を行っ た VE 対象 選 定の結 果は ほぼ 同 等であ るこ とを 述 べ、本手 法の 有用 性 を示し

た。  

 

 第３ 章で は、 本 研究で の工 事と 作 業と行 為の 関係 を 示し、 建築 工事 に おける 工

事の分 析を 行う た めに 、 作業 に対 す る行為 を真 鍋の 8 種類の 要素 的な 作 業の分 解

から著 者は それ を 修正し 、 7 種 類と し た。そ して 、各 行 為の定 義と その 方 法を体

系化し 、概 念図 と して示 し た 。な お 、行為 と行 為の 方 法の関 係を 示し 、 作業を 行

うため に 1 つの 行 為の選 択に より 、 さらに その 行為 の 方法を 選定 する こ とによ っ

て作業 に対 する 行 為の詳 細な 表現 と して示 すこ とが で きた。  

また、 行為 間の 連 鎖を示 すた めに 、 接合行 為を 重視 し て連鎖 を行 い 、 そ の後、

接合行 為を 行う た めの他 の行 為を 接 合行為 に 繋 げる 行 為間の 連鎖 方法 を 示した 。

なお、 作業 を行 う 対象の 部材 間の 完 成時の 機能 、制 約 条件、 部材 間の 関 係、部 材
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の機能 など を分 析 し、接 合関 係を 図 示化し た。 また 、 部材間 (又は 部材 と 部位 )の

接合関 係を 部材 間 の順序 的に 接合 す る 関係 と部 材間 、 別々に 接合 し、 接 合され た

部材同 士を 接合 す る関係 とし て 2 つ の接合 の順 序関 係 を示し た。 さら に 、部材 間

の接合 行為 の優 先 順位を 把握 する た めに、 AHP(analytic hierarchy process)手法

を用い て順 位を 決 めるこ とと した 。  

次に、事例 とし て鋼 製天井・壁 下地 作業 におけ る作 業の 分 析を行 い、部材 間 (又

は部材 と部 位 )の 接 合の優 先順 位 を AHP 手法に より 、鋼 製 天井下 地作 業に 関 しては

マクロ 的な 観点 か らの 部 材間 (又は 部 材と部 位 )の 接合 の ための 優先 順位 選 定を、

鋼製壁 下地 作業 に 関して はミ クロ 的 な観点 から の 部 材 間 (又は 部材 と部 位 )の接合

のため の接 合行 為 の 方法 間の 優先 順 位を AHP 手法に よ り選定 を行 い、 作 業間の 連

鎖を明 確に 示し た 。  

 

 第４ 章で は、 作 業プロ セス の立 案 におい て、 作業 の 順序関 係 で ある 工 程を明 確

にする 必要 があ り 、各作 業に つい て 工程を 立案 する た めに、 作業 プロ セ スを 作 業

に対す る「 行為 」 と現場 の空 間、 部 位、部 材、 機材 な どの「 状態 」の 表 現を用 い

て、作 業を 連鎖 さ せるこ とと して 捉 え た。そし て、「状 態」に 関し ては、前 状態と

後状態 に分 類 し 、 状態の 表現 につ い て空間 、部 位、 部 材、機 材に 分け 、 それぞ れ

の記述 形式 とし て まとめ た。 尚 、「 状 態」で 表現 され る 動詞の 連鎖 方法 、 各状態

(前・後 状態 )の 動 詞間 の 連鎖 方法 、 状態と 行為 の動 詞 間の連 鎖方 法を 示 した。  

また、 計画 者が 「 状態」 と「 行為 」 を用い た作 業 に 対 する 計 画方 法と し て、詳

細的に 計画 を立 案 する場 合に は 、「 状 態」と「 行為」の連 鎖で作 成す る“ 計 画方法

1”に、 概略 的に 計 画を立 案す る場 合 には 、「 行為 」の み の連鎖 で作 成す る “計画

方法 2”と「 状態」のみの 連鎖 で作 成 する“計 画方 法 3”を提案 した。そし て 、「前

状態 」・「行 為 」・「 後状態 」を 1 つ の ワーク パッ ケー ジ として 捉え 、ワ ー クパッ ケ

ージ間 の連 鎖方 法 を示し た。 さら に 、ミク ロ的 な「 状 態」と 「行 為」 の 関係か ら

マクロ 的な 「状 態 」と 「 行為 」の 関 係への 作成 方法 を 示し、 多様 な表 現 が 可能 に

した。 なお 、作 業 内容と その 作業 の 順序関 係を 検討 す るため に、 同時 に 複数の 作

業が並 行し て実 施 できる 作業 同士 を 作業プ ロセ ス上 に 並行化 し、 また 、 同一作 業

に関し ては 作業 チ ームを 編成 し、 作 業 の協 調化 を検 討 するこ とに よっ て 作業 の 順

序関係 の最 適化 を 図った 。  

次に、 提案 した 作 業プロ セス の作 成 方法を 基に 計画 者 の 上記 3 種 類の 計 画方法

を用い て 、鋼 製壁 下地作 業を 事例 と して 、「状 態 」と「 行為 」に よる 作業 プロセ ス

図、「行 為」 のみ に よる作 業プ ロセ ス 図、「状 態」 のみ に よる作 業プ ロセ ス 図 を作

成し、 各計 画方 法 の比較 を 行 った 。 これに よっ て 本 作 業プロ セス の作 成 方法 に よ

り、作 業に おけ る 状況の 表現 と 作 業 の順序 関係 を明 確 にし、 工事 の検 討 のため の

効率的 な作 業プ ロ セスの 作成 方法 の 有用性 を示 した 。  

 

第５章 では 、「結 論 」とし て、 本論 文 におけ る各 章の 内 容をま とめ た。
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